
亀山市地域公共交通会議
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平成１９年１月２６日設置

フィーダー系統 令和３年６月２８日 確保維持計画策定等

令和３年度 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価概要（全体）

中部様式資料４



1.直近の二次評価の活用・対応状況 2

直近の二次評価結果 事業評価結果の反映状況
（具体的対応内容） 今後の対応方針

【評価できる取組】
乗合タクシーについて、

当日予約対応や運行時間延
⾧など利用者ニーズに合わ
せた見直しを行っている。
【期待する取組】
コロナ禍においても安心し
て公共交通を利用してもら
えるよう、公共交通におけ
る新型コロナウイルス対策
をＰＲすることにより、利
用促進につなげられること
を期待します。

地域公共交通計画にて、
当該路線は、本市の公共交
通の骨格を形成する幹線的
バスとして位置づけ、現状
路線機能等の確保及びサー
ビス水準の維持に努めた。

また、交通系ＩＣカード
や定期券の導入、全路線共
通の回数券などサービスの
拡大を行った。

新型コロナウイルス対策
を含めたＰＲを行うため、
隣接市（津市・鈴鹿市）と
連携して、各路線沿線住民
等へ利用促進啓発チラシの
配布等を実施した。

幹線的バスを含む市内バ
ス路線について、今後も利
用者ニーズの把握に努め、
地域と連携しながら利用促
進活動に努めることで、利
用者数の回復を図る。

新型コロナウイルスに対
する安全対策を徹底し、安
心して利用できる市内公共
交通として、利用促進啓発
物品を活用しながら、鉄道、
バス、乗合タクシー等の市
内公共交通全体を一体的に
ＰＲしていく。
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東部ﾙｰﾄ

西部ﾙｰﾄ

亀山椋本線 南部ﾙｰﾄ

亀山
みずほ台線

亀山国府線

フィーダー系路線幹線的バス

2.協議会が目指す地域公共交通の姿 （Plan）
■地域特性（平成29年12月現在）
高低差のある地形構造であり、津市、四日市市、鈴鹿市の経済圏、生活圏に内包。人口約5万人、
高齢化率約25.9％。亀山駅・関駅の徒歩圏内（1km圏内）に公共施設が多く立地。

■公共交通の現状
鉄道5駅（井田川駅、亀山駅、関駅、加太駅、下庄駅）、バス10路線（営業路線２路線、廃止
代替路線２路線、市コミュニティバス７路線）、その他に乗合タクシー（H30.10運行開始）、民間
タクシー、関南部地区スクールバス活用バス等。

■計画策定の背景
鉄道、バス等、本市に係る全ての地域公共交通が一体となって機能し、持続可能な公共交通
ネットワークの形成を図るため、新たな「亀山市地域公共交通計画（亀山市地域公共交通網形
成計画）」を平成29年10月に策定。

■地域公共交通計画の概要
○計画の区域 亀山市全域
○計画の期間 平成29年度

～令和３年度
○計画の目標
（地域公共交通体系の目標像）

市民生活に必要な公共交通が
効率的・効果的に確保され、

安全・安心で健やかに
生活できるまち



2-1.目標達成に向けた公共交通に関する具体的取組み内容 （Do） 4

幹線的バス運行・維持
・隣接市と連携した利用促進啓発活動

⇒津市及び鈴鹿市と連携したバス利用啓発チラシの配布
みずほ台線（鈴鹿市と連携）と椋本線（津市と連携）
を沿線住民を中心にＰＲ

・鉄道駅を結節点とした幹線的バスとの連携
⇒コミュニティ系路線の駅発着
⇒市内５駅全てに乗合タクシー特定目的地停留所設置

地域生活バス等運行・維持・再編
・東部、南部、西部ルートの継続運行
・野登・白川地区自主運行バスの再編（R3.4 ）
・運賃体系の見直し（R3.4 ）
・地域との再編協議・利用促進啓発活動
・乗合タクシーの運行開始（H30.10 ）

⇒・地域との連携、集中的なＰＲ活動
・まちづくり協議会と連携した停留所設置
・出前トークによる乗合タクシー登録説明会の実施

⇒・Ｈ31年4月から運行時間延⾧、運行曜日拡大
・Ｒ２年７月から当日予約、運行時間２時間延⾧等
・利用促進策として、無料体験乗車券（3,000円分）を登録者全員に配布

・亀山市地域公共交通計画（網形成計画）
・フィーダー系統確保維持計画（東部ﾙｰﾄ、南部ﾙｰﾄ、西部ﾙｰﾄ）

の目標を達成するための施策・事業（抜粋）

津市・鈴鹿市と連携した
幹線的バス利用啓発チラシ

乗合タクシー
無料体験乗車券を
登録者全員に配布

野登・白川地区自主
運行バスの再編



2-2.目標達成に向けた公共交通に関する具体的取組み内容 （Do） 5

情報提供 ・市内公共交通全体を一体的にＰＲする
・公共交通マップの配布

利用促進誘導 ・地域生活バス全6路線共通回数券の作成（R3.4 ）
・通学・通勤定期券、65歳以上定期券（年5,000円）の導入（R3.4 ）

地域づくりと一体となった取組み ・地域主体のバス活用イベント
※新型コロナウイルス感染症の影響により見送り

鉄道の利用促進活動 ・鉄道駅とコミュニティバスの連携
・地域生活バス全6路線に交通系ＩＣカードの導入（R3.1 ）

地域との連携強化 ・昼生まちづくり協議会事務局にて南部ルート回数券を取り扱い
・地域まちづくり協議会との連携・協議

・東部ルート … 川崎地区と意見交換(R2.10.1、R3.6.3)、PRチラシ回覧
・南部ルート … 昼生地区への情報提供（R3.3.8）、PRチラシ回覧
・西部ルート … PRチラシ回覧
・野登・白川地区自主運行バス … 野登地区との再編協議（R2.9.15）

白川地区との再編協議（R2.8.20）
・地域まちづくり協議会連絡会議へ制度改正の情報提供

・亀山市地域公共交通計画（網形成計画）
・フィーダー系統確保維持計画（東部ﾙｰﾄ、南部ﾙｰﾄ、西部ﾙｰﾄ）

の目標を達成するための施策・事業（抜粋）

市内公共交通マップ

利用促進啓発グッズ配布

定期券の導入



64-1.計画の達成状況の評価指標とその結果 （Check）

フィーダー系統確保維持計画（フィーダー系路線：東部ﾙｰﾄ、南部ﾙｰﾄ、西部ﾙｰﾄ）
【策 定】令和３年度第２回亀山市地域公共交通会議（R３.6.2８）
【事業の目標】基本目標 利用者数の現状維持以上

目 標 総利用者数及び平均乗車人員1便当たり利用者数共に
令和元年度と比較し100パーセント以上

亀山市地域公共交通計画（亀山市地域公共交通網形成計画）
【目 標 年 次】令和３年度 （実質数値は令和２年度）
【策 定】平成２９年１０月
【目 標 数 値】※一部抜粋

●市内バス路線等の利用者総数（乗合タクシー含む）
３１０，４７８人〔Ｈ28〕⇒３１７，０００人以上

●コミュニティバス路線等の利用者総数（乗合タクシー含む）
９５，１１５人〔Ｈ28〕⇒１０２，０００人以上

●コミュニティバス路線の1便あたりの平均乗車人員数
各路線別の１便あたりの平均乗車人員数（人/便・日）〔Ｈ28〕⇒現状以上

・利用者総数目標数値は市内バス路線等全体での向けた利用者増
・コミュニティバス路線の１便あたり平均乗車人員の目標は現状以上



路線名 R2 R3 増減 達成 路線名 R2 R3 増減 達成

さわやか号 28,559 24,375 ▲ 4,184 × さわやか号 6.6 5.6 ▲ 1.0 ×

野登･白川地区自主運行バス 15,936 13,622 ▲ 2,314 × 野登･白川地区自主運行バス 3.4 2.8 ▲ 0.6 ×

西部ルート 6,591 5,794 ▲ 797 × 西部ルート 2.3 2.0 ▲ 0.3 ×

東部ルート 8,726 7,831 ▲ 895 × 東部ルート 3.7 3.3 ▲ 0.4 ×

南部ルート 8,370 8,151 ▲ 219 × 南部ルート 2.4 2.3 ▲ 0.1 ×

加太地区福祉バス 9,545 8,681 ▲ 864 × 加太地区福祉バス 4.4 4.0 ▲ 0.4 ×

乗合タクシー 2,579 4,758 2,179 〇 乗合タクシー 1.1 1.1 0.0 -

亀山みずほ台線 28,344 26,018 ▲ 2,326 × 亀山みずほ台線 5.2 4.8 ▲ 0.4 ×

亀山椋本線 19,010 16,071 ▲ 2,939 × 亀山椋本線 2.8 2.3 ▲ 0.5 ×

亀山関工業団地線 29,460 集計中 × 亀山関工業団地線 - - - -

亀山国府線 84,680 集計中 × 亀山国府線 - - - -

全路線計 241,800 115,301 ▲ 12,359 ×

コミュニティ系路線のみ計 80,306 73,212 ▲ 7,094 ×

フィーダー系路線のみ計
（東、南、西ﾙｰﾄ）

23,687 21,776 ▲ 1,911 ×

総利用者数 １便当たり利用者数

74-2.計画の達成状況の評価指標とその結果 （Check）

⇒引き続き地域と連携して意見交換や利用促進等を行い、利用者を確保していく

※利用者数等はバス会計年度（10月 9月）による集計
※廃止代替路線、営業路線は運行事業者からの情報提供よる

集計

※自己評価 令和2年度第5回地域公共交通会議（R2.12.1開催）



84-2.計画の達成状況の評価指標とその結果 （Check）
路線別分析

さわやか号
・乗車人数が前年比約15％減少。
・特に令和3年1月 2月と８月 ９月の緊急事態宣言発令時など感染が拡大した

期間の乗車人数が前年同期間に比べ約26％減少。

野登・白川地区
自主運行バス

・乗車人数が前年比約15％減少。
・特に令和2年4月 5月と令和3年1月 2月の緊急事態宣言時の期間の乗車人数
が前年同期間に比べ約26％減少。

西部ルート
・乗車人数が前年比約12％減少。
・特に令和3年1月 2月と８月 ９月の緊急事態宣言発令時など感染が拡大した

期間の乗車人数が前年同期間に比べ約23％減少。

東部ルート
・乗車人数が前年比約10％減少。
・特に令和3年1月 2月と８月 ９月の緊急事態宣言発令時など感染が拡大した

期間の乗車人数が前年同期間に比べ約28％減少。

南部ルート
・乗車人数前年比約3％減少。
・特に令和3年1月 2月と８月 ９月の緊急事態宣言発令時など感染が拡大した

期間の乗車人数が前年同期間に比べ約9％減少。

加太地区福祉
バス

・乗車人数前年比約9％減少。
・特に令和2年4月 5月と令和3年1月 2月の緊急事態宣言時の期間の乗車人数
が前年同期間に比べ約29％減少。

【減少要因】全路線においてコロナによる外出自粛や公共交通機関の利用を控える
ようになったことが大きな要因と考える。



4.自己評価から得られた課題と対応方針 （Act） 9

課題

●幹線的バスは、当市の公共交通の骨
格を形成する路線として継続・維持し、
コミュニティバスは、幹線的バスを補
完する地域の生活軸となる路線として
継続・維持すること。

●地域と連携し、沿線住民へさらにＰ
Ｒし、コミュニティバス路線の利用者
拡大につなげること。

●乗合タクシーの定着に向け、継続し
てＰＲに取り組む必要があること。

●評価基準（3人/便・日）を下回るコ
ミュニティバス運行エリアの対策を講
じること。

●地域が主体となって運行する関南部
地区自主運行バスの支援を行うこと。

●新たな技術を活用した公共交通ネッ
トワークの構築に向けて検討を行うこ
と。
●新型コロナウイルス感染症の感染拡
大の可能性を見据えて、コミュニティ
バス及び乗合タクシーの安全な運行を
確保する必要があること。

対応方針

●コミュニティバス各路線の沿線住民等へ利用促進啓発チラシ
の配布等を実施するなど、今後も地域と連携・継続して利用促
進活動に努め、利用者を確保し、津市、鈴鹿市にまたがる広域
路線である幹線的バスの利用促進にもつなげる。

●コロナ禍において全ての路線バスで利用者が大幅に減少して
いるため、引き続き感染防止対策を徹底するとともに、地域ま
ちづくり協議会等と共に沿線住民への利用促進ＰＲ活動や方策
を実行し、現在のサービス水準の維持及び利用者を確保する。

●乗合タクシーの定着を図るため、地域での説明会等の開催を
引き続き実施するとともに、利用者の声なども含めて市広
報で紹介し、登録未利用者の利用につなげるなど、効果的な
利用促進啓発等を実施し、利用者増を目指す。

●鉄道、バス、乗合タクシー等の市内公共交通全体を一体的に
ＰＲし、各公共交通機関の機能・役割を意識した利用を啓発し
利用促進に活用する。

●関南部地区まちづくり協議会と運行に向けての課題を整理し
ながら、早期実現に向けて協議を行う。

●次期の地域公共交通計画を策定する中で、新たな技術を活用
した取組の調査・研究や、ニーズとサービス、コストを考慮し
た鉄道・バス・乗合タクシーの最適な組み合わせによる効率
的・効果的な運行に向けて検討を行う。



（別添１）

令和3年11月29日

協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

三重交通株式会社
東部ルート
（のぼのの森⇔原四ツ辻⇔井田川駅）

　地域公共交通計画にて、
当該路線は、本市の公共交
通の骨格を形成する幹線的
バスとして位置づけ、現状路
線機能等の確保及びサービ
ス水準の維持に努めた。
   また、交通系ＩＣカードや定
期券の導入、全路線共通の
回数券などサービスの拡大
を行った。
　新型コロナウイルス対策を
含めたＰＲを行うため、隣接
市（津市・鈴鹿市）と連携し
て、各路線沿線住民等へ利
用促進啓発チラシの配布等
を実施した。

A

　利用促進策として、交通系ＩＣ
カードや定期券の導入を行うとと
もに、さわやか号・東部ルート・
南部ルート・西部ルートの共通回
数乗車券を野登ルート、白川
ルート、加太地区福祉バスの全
路線共通券としてサービスを拡
大した。
  また、受益者負担の適正化と
営業路線との格差を是正するた
め、運賃改定を行った。
　再編後も遅延・事故等もなく、
安全かつ適正に継続運行してお
り、サービス水準を維持してい
る。

B

・地域公共交通確保維持改善計
画（地域内フィーダー系統）に係
る定量的な目標（補助対象路線
の目標数値4.0人）は達成できな
かった。また、亀山市地域公共
交通計画における評価基準の1
便当たりの平均乗車人員 3.0人
／便・日は達成できている。
・再編から６年が経過しており、
地域に定着しつつあると考えら
れるものの、新型コロナウイルス
感染症の影響もあり年間利用者
数は約１０％の減少となった。
・再編後も継続して関係地区ま
ちづくり協議会と利用状況等の
報告及び利用促進策等の意見
交換を実施している。

・現時点では、便数、経路、運行経費
の変更はせず、引き続き、地域まちづ
くり協議会等と連携し利用状況の報告
等の意見交換を実施するとともに、沿
線住民への利用促進ＰＲ活動や方策
を地域と共に実行し、現在のサービス
水準の維持及び利用者の確保に努め
る。
・地域と連携して当該バスを活用した
地域主体のイベントの実施を促進させ
る。
・令和４年度の目標値の設定について
は、地域公共交通計画との整合を図
り、確保・維持するという観点から、利
用者数の現状維持以上を基本目標と
します。令和３年度の目標値について
は、総利用者数及び平均乗車人員１
便当たり利用者数共に令和元年度と
比較し100パーセント以上とした。（令和
３年度第２回交通会議にて）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

亀山市地域公共交通会議

地域公共交通確保維持改善事業

1/2



（別添１）

三重交通株式会社
南部ルート
（下庄⇔亀山駅前・弘法寺⇔亀山駅
前）

　地域公共交通計画にて、
当該路線は、本市の公共交
通の骨格を形成する幹線的
バスとして位置づけ、現状路
線機能等の確保及びサービ
ス水準の維持に努めた。
   また、交通系ＩＣカードや定
期券の導入、全路線共通の
回数券などサービスの拡大
を行った。
　新型コロナウイルス対策を
含めたＰＲを行うため、隣接
市（津市・鈴鹿市）と連携し
て、各路線沿線住民等へ利
用促進啓発チラシの配布等
を実施した。

A

　利用促進策として、交通系ＩＣ
カードや定期券の導入を行うとと
もに、さわやか号・東部ルート・
南部ルート・西部ルートの共通回
数乗車券を野登ルート、白川
ルート、加太地区福祉バスの全
路線共通券としてサービスを拡
大した。
  また、受益者負担の適正化と
営業路線との格差を是正するた
め、運賃改定を行った。
　再編後も遅延・事故等もなく、
安全かつ適正に継続運行してお
り、サービス水準を維持してい
る。

B

・地域公共交通確保維持改善計
画（地域内フィーダー系統）に係
る定量的な目標（補助対象路線
の目標数値2.7人）は達成できな
かった。また、亀山市地域公共
交通計画における評価基準の1
便当たりの平均乗車人員 3.0人
／便・日も達成できなかった。
・再編から５年が経過しており、
新型コロナウイルス感染症の影
響により他のバス路線の利用者
が大幅に減少する中、中高生の
通学を中心に地域に定着してい
ることもあり、年間利用者数は約
３％の減少にとどまった。
・コロナ禍の影響により、当該バ
スを活用した地域主体のイベント
は開催できなかったが、地域ま
ちづくり協議会を中心にバス路
線維持、利用者定着に向けて利
用促進啓発活動に取り組んでい
る。
・地域まちづくり協議会と利用状
況等の報告及び利用促進策等
の意見交換を実施している。

・現時点では、便数、経路、運行経費
の変更はせず、引き続き、地域まちづ
くり協議会等と連携し利用状況の報告
等の意見交換を実施するとともに、沿
線住民への利用促進ＰＲ活動や方策
を地域と共に実行し、現在のサービス
水準の維持及び利用者の確保に努め
る。
・地域と連携して当該バスを活用した
地域主体のイベントの実施を促進させ
る。
・令和４年度の目標値の設定について
は、地域公共交通計画との整合を図
り、確保・維持するという観点から、利
用者数の現状維持以上を基本目標と
します。令和３年度の目標値について
は、総利用者数及び平均乗車人員１
便当たり利用者数共に令和元年度と
比較し100パーセント以上とした。（令和
３年度第２回交通会議にて）

三重交通株式会社
西部ルート
（伊勢坂下⇔会下・木下⇔総合保健福
祉センター）

　地域公共交通計画にて、
当該路線は、本市の公共交
通の骨格を形成する幹線的
バスとして位置づけ、現状路
線機能等の確保及びサービ
ス水準の維持に努めた。
   また、交通系ＩＣカードや定
期券の導入、全路線共通の
回数券などサービスの拡大
を行った。
　新型コロナウイルス対策を
含めたＰＲを行うため、隣接
市（津市・鈴鹿市）と連携し
て、各路線沿線住民等へ利
用促進啓発チラシの配布等
を実施した。

A

　利用促進策として、交通系ＩＣ
カードや定期券の導入を行うとと
もに、さわやか号・東部ルート・
南部ルート・西部ルートの共通回
数乗車券を野登ルート、白川
ルート、加太地区福祉バスの全
路線共通券としてサービスを拡
大した。
  また、受益者負担の適正化と
営業路線との格差を是正するた
め、運賃改定を行った。
　再編後も遅延・事故等もなく、
安全かつ適正に継続運行してお
り、サービス水準を維持してい
る。

B

・地域公共交通確保維持改善計
画（地域内フィーダー系統）に係
る定量的な目標（補助対象路線
の目標数値2.7人）は達成できな
かった。また、亀山市地域公共
交通計画における評価基準の1
便当たりの平均乗車人員 3.0人
／便・日も達成できなかった。
・再編から４年が経過しており、
地域に定着しつつあると考えら
れるものの、新型コロナウイルス
感染症の影響もあり年間利用者
数は約１２％の減少となった
・コロナ禍の影響により、当該バ
スを活用した地域主体のイベント
は開催できなかったが、地域ま
ちづくり協議会を中心にバス路
線維持、利用者定着に向けて利
用促進啓発活動に取り組んでい
る。
・地域まちづくり協議会と利用状
況等の報告及び利用促進策等
の意見交換を実施している。

・現時点では、便数、経路、運行経費
の変更はせず、引き続き、地域まちづ
くり協議会等と連携し利用状況の報告
等の意見交換を実施するとともに、沿
線住民への利用促進ＰＲ活動や方策
を地域と共に実行し、現在のサービス
水準の維持及び利用者の確保に努め
る。
・地域と連携して当該バスを活用した
地域主体のイベントの実施を促進させ
る。
・令和４年度の目標値の設定について
は、地域公共交通計画との整合を図
り、確保・維持するという観点から、利
用者数の現状維持以上を基本目標と
します。令和３年度の目標値について
は、総利用者数及び平均乗車人員１
便当たり利用者数共に令和元年度と
比較し100パーセント以上とした。（令和
３年度第２回交通会議にて）
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（別添１－２）

令和　　年　　月　　日

協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

目指す姿（亀山市地域公共交通計画（網形成計画）より）
「市民生活に必要な公共交通が効率的・効果的に確保され、安全・安心で健やかに生活できるまち」

　亀山市では、平成25年4月に策定した亀山市地域公共交通計画（地域公共交通総合連携計画）では、「通学・通院・買物など、市民生活に必要な公共
交通が効率的・効果的に確保され、安心で充実した暮らしを実現できるまち」を目指し、鉄道、路線バス、コミュニティ系バス、タクシーが相互に補完し合
い、地域住民の生活行動に応じた利用しやすく、合理的かつ効率的な公共交通ネットワークを形成し、地域公共交通の活性化及び再生を図ることとして
きた。
　この計画は、平成29年3月に計画期間終了となったが、平成29年10月に新たに策定した亀山市地域公共交通網形成計画では、亀山市第2次総合計
画に揚げる本市が目指すべき姿「歴史・ひと・自然が心地よい緑の健都かめやま」の実現に向けて、公共交通が果たすべき役割を整理し、鉄道、バス
等、当市に係る全ての地域公共交通が一体となって機能する公共交通ネットワークを形成し、地域公共交通の活性化及び再生を図ることにより、「市民
生活に必要な公共交通が効率的・効果的に確保され、安全・安心で健やかに生活できるまち」を目指すこととしている。
　この地域公共交通が一体となって機能する公共交通ネットワークの形成の実現に向けては、前計画を踏まえて各バス路線の役割と確保すべきサービ
ス水準を明確にするとともに、維持していくための主体を明確に位置付け、各バス路線の再編を再編方針に基づき実施している。

亀山市地域公共交通会議

地域公共交通確保維持改善事業


